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令和 7 年度 目的事業報告書 

１．事業名 落語と絵本のアニュアーレ～三題噺王決定戦～ 

２．事業内容 上方落語協会所属の若手噺家１２名が新作三題噺を披露し、そこから着想を得て

制作された「はなし画」を絵本にする、夢を追いかけるコミュニティのイベント。

1ｓｔラウンドは９月２３日大淀コミュニティセンターで開催し、年齢を問わず約

３００名の聴衆が訪れ大いに盛り上がりを見せ、決勝進出６名の落語家を選ん

だ。「はなし画」は審査員によるリモート審査を実施し、各三題噺に対応した全６

作品を選定、それら優秀作品は「記念画集」に収めた。翌１/３０には天満天神繁

昌亭で「三題噺王決定戦」が開催され、三題噺王を決定し表彰するとともに、「は

なし画」作者の表彰式も同時開催した。 

３．実施日 

実施場所 

○令和７年９月２３日(火・祝) 「落語と絵本のアニュアーレ～三題噺王決定戦 1

ｓｔラウンド～」 

（実施場所：大淀コミュニティセンター ホール） 

〇令和８年１月３０日（金）「落語と絵本のアニュアーレ～三題噺王決定戦～」 

（実施場所：天満天神繁盛亭） 

４．来場人数 延べ約３００名 

５．出演・審

査・協力など 

（敬称略） 

□公益社団法人上方落語協会会長・笑福亭仁智 

□林家染吉/桂あおば/桂福枝/桂慶治朗/桂三実/笑福亭笑利/露の新幸/桂健枝郎/ 

月亭希遊/桂笑金/桂八十助/笑福亭笑有 

□笑福亭仁智/大阪大学名誉教授・橋爪節也/川柳作家・大西泰世/大阪大学総合学

術博物館研究支援推進員・波瀬山祥子/絵本アナリスト・西川稔/関西テレビ放送

株式会社・水戸徹/天満天神繁昌亭マネージャー・關英栄 

□大道意匠研究舎/株式会社シンカ・コミュニケーションズ 

6.次年度の 

 展望 

令和７年度限りで終了の運びとなった。 
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添付資料① 当日写真 

「落語と絵本のアニュアーレ～三題噺王１stラウンド～」（９月２３日＠大淀コミュニティセンター＞ 
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＜「落語と絵本のアニュアーレ～三題噺王 決勝ラウンド～」（1月 30日＠天満天神繫昌亭＞ 
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＜「はなし画」表彰式（１月 30日＠天満天神繁盛亭）＞ 
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添付資料② チラシ＜「落語と絵本のアニュアーレ」（９月２３日＠大淀コミュニティセンター＞ 
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添付資料③  落語と絵本のアニュアーレ 2025 三題噺王決定戦 1st ラウンド アンケート集計 
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１．事業名 北区子ども未来 EXPO in 扇町 

2．事業内容 子どもたちがさまざまな職業や習い事に触れられる体験型イベントとして実施。

普段できないことを思いきり体験してほしい、新しい世界を知るきっかけとして

ほしいとの思いから始まったイベントです。スポーツ科学体験、お魚カルタ、はい

しゃさんになってみよう等、全 15種の体験ブースの他、家族でまわれる縁日も併

せて実施した。 

３．実施日 

実施場所 

令和７年８月２３日(土)・８月２４日(日) 午前１０時３０分～午後４時３０分 

北区民センター・ホール及び会議室 

４．来場人数 延べ 700人 

５．協力 ・週刊大阪日日新聞、プラスカルチャー、アートスクールニコ、日本ほほえみ・思

い出アート🄬協会、フォークダンスねこの会、大阪産業大学鉄道研究部、ミサワホ

ーム近畿、なぎさ学習塾、RoboRatch Factory、マイクロワークス株式会社、グン

ゼ、天六としもり歯科、学童ほなな、STUDIO STAR 大阪天六校、アローズジム、

お魚屋さんかぎや、あむれあ、薬局 MANY 

6.次年度の 

 展望 

ダンスやアート、模型、工作、科学分野をはじめ、歯科医や薬剤師、ネイリストと

いった専門職まで、子どもたちの〝やってみたい〟を刺激するブースがずらりと

並ぶイベントとなった。次年度以降も子どもたちには普段できないこと、やって

みたいこと、知らないこと・知りたいことを幅広く体験してもらい、知らない世界

を知るきっかけになるようなイベントとして継続していきたい。 

添付資料⑤ 当日写真 
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添付資料⑥ チラシ 
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1.事業名 キタのまちのニュースレター＜北区ふるさと・地域間交流＞ 

2.事業内容 商業施設の更新やホテル増などによる、まちの様変わりと「まちの記憶」に着眼

し、特にマンション居住者が９割を超える北区の現状や今後も増加する都心居住

者らに「新しいコミュニティ」へのヒントになり得るような「たのしみ」や「行動

をともにする地区生活者の話」などを中心に構成したニュースレターを発行した。

各号では地域コミュニティに関する様々な分野の専門家に執筆を依頼し、北区の

魅力を多面的に発信した。また、北区内ばかりではなく、北区に立地する道県事務

所など広域交流が可能な取材先も取り込んだ。 

さらに、新たにコミュニティに参入したいと考えている方が地域の情報を得られ

るように多くの方に届けるキタの情報を発信した。 

3.発行 No.16：２０２５（令和 7）年春・夏号 

No.17：２０２５（令和 7）年夏・秋号（最終号） 

4.発行部数 各 １８,０００部 

5.編集・発行 北区民センター・大淀コミュニティセンター・都市コミュニティ研究室 

6.次年度の 

 展望 

北区民センターや大淀コミュニティセンターの利用者に対してインタビューを

行い、実際の利用者の声を届けることで身近な場所で行われている活動の内容を

広く知ってもらうことを目的とし、それに加え、北区民センターや大淀コミュニ

ティセンターの事業等の情報を発信・周知した。 

地域コミュニティに関する様々な分野の方や、ご利用いただいた地域団体に出

稿協力を依頼し、北区に寄り添い、その魅力を発信し 2021年から発行してきたが、

このたび新たに「大阪的コミュニティのニュースレター」へと機能を引き継ぐか

たちで発展的に解消することとなった。 

これまでのご愛読とご協力に心より感謝申し上げるとともに、今後は「大阪的

コミュニティのニュースレター」を通じて、幅広く大阪の町を案内するとともに、

引き続き北区の魅力もお届けしてまいります。 
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添付資料⑦ ＜キタのまちのニュースレター No.16＞ 
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＜キタのまちのニュースレター No.13＞ 

 

 

 

 

 

 

 

＜キタのまちのニュースレター No.10＞ 

 

 

 

キタのまちのニュースレター No.11＞ 
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添付資料⑧ ＜キタのまちのニュースレター No.17＞ 
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1.事業名 扇町マナビバ マナビバ・フラ・カンファレンス＜環境循環型コミュニティを表現し楽しむ＞ 

2.事業内容 フラの学びを高めあうことにより地域コミュニティがより豊かになることを目的とした、“フ

ラでつながるコミュニティイベント”を 3月 29日に北区民センターで実施した。 

イベントは開演前に 1Fロビーにおいてウェルカム・フラを実施。Mo’oleo o Hawai’i（ハワ

イの神話）をテーマに第一部では神話を元にしたフラソングとフラのステージ。第二部ではコ

ンペティションを模した形式でメインと入退場の曲をメドレーとして提供。各曲の前には選

曲した講師がソロを踊り、曲の解説も行った上でフラを初めて見る人達にもわかりやすく、魅

力が伝わる構成を組み立てた。 

3.実施日 

実施場所 

〇令和８年３月２９日（日） 

 北区民センター ホール 

4.来場人数 延べ約３００名 

5.出演 □ハーラウ オ リリノエ    □ハラウ オ カホークー オーリノリノ 

□ハラウ フラ オ カモク オピオ オカラニ 

□ハラウ フラ オ メハナ 

6.次年度の 

 展望 

今年度は前年度に引き続き来場人数が多く、老若男女問わず多くの方に訪れていただけた。 

２０２２年より５年間実施してきたが、各フラ教室の先生や生徒の方々を一堂に集めての実

施は困難になってきていた事もあり、残念ながら本年度を持ってマナビバ・フラ・カンファレ

ンスは幕引きとなった。 

 

添付資料⑪ 当日写真 

＜マナビバ・フラ・カンファレンス（３月２９日＠北区民センター・ホール）＞ 
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1.事業名 ＜発見！うちのまち 浪花百景タペストリー展 「扇町マナビバ」フォーラム事業＞ 

2.事業内容 大阪の昔の風景を描いた「浪花百景」の内、上町台地・難波駅 南北エリア・北区周辺の

3つのエリアを橋爪節也大阪大学名誉教授、船越幹央大阪大学総合学術博物館副館長、波

瀬山洋子大阪大学総合学術博物館研究支援推進員によるワークショップを開催した。 

全１００景中７０景の大判タペストリーを展示し、自由に観覧していただくことで大阪の

町の今昔を体感していただけるよう試みた。 

3.実施日 

実施場所 

〇令和７年１１月２日(日)～３日(月)  

北区民センター ホール 

4.来場人数 延べ約３５名（ワークショップ参加者） 

5.協力 ・大阪大学教授 橋爪節也氏 

・大阪大学総合学術博物館 副館長 船越幹央 

・大阪大学総合学術博物館 波瀬山祥子氏 

6.次年度の 

 展望 

江戸後期の大坂を描いた図版集「浪花百景」の原画（１００枚の風景錦絵）を、高精度で

大判のタペストリーに施し毎年度ごとに２０点(景)程度追加して「企画展示」を実施した。 

幕末の大坂の町の様子や庶民の姿が生き生きと描かれ、後年の開発と戦災で姿を消した川

や橋も多数見られる図版により、大阪の今昔を知るきっかけの一環とし江戸時代の「古き

良き大坂」にタイムスリップしてもらいながら、商都浪花の賑わいとそこで暮らす市井の

人々の営みを一瞬の「景」でとらえた『浪花百景』の世界を読み解き、見る人が『今のま

ちに求められる視点』を検証もらえる糧にしてもらう。 

添付資料⑫ 当日写真 

＜浪花百景展示・ワークショップ＞ 
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添付資料⑬ チラシ 
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添付資料⑭  「浪花百景展示・講演会」アンケート集計結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


